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1.はじめに

防水材料促進耐候性試験方法小委員会では，2002 年か

ら各種防水材料の屋外暴露試験と促進暴露試験を開始し

ており，2006 年度に第１回目（3 年経過及び促進暴露試

験結果）の報告を行った。

本報ではＦＲＰ防水材の屋外暴露試験（７年経過）の

試験結果（外観変化）について報告する。

2.試験

2.1.暴露試験体

評価に用いた暴露試験体を表１の一覧表に示す。

表１ 暴露試験体

トップコート

FRP 層
なし

ｱｸﾘﾙ

ｳﾚﾀﾝ

ﾎﾟﾘｴｽﾃﾙ

樹脂系

ﾉﾝｽﾁﾚﾝ

樹脂系

スチレン系 FRP M-1 M-2 M-3 －

ﾉﾝｽﾁﾚﾝ系 FRP L-1 － － L-3

試験体仕様：380g/㎡ｶﾞﾗｽﾏｯﾄ 2 層仕様

（樹脂／ｶﾞﾗｽﾏｯﾄ重量比＝75/25wt%)

2.2 屋外暴露試験

屋外暴露は日本の北部，中央部，南部の気候を代表す

る表２に示す３ヶ所の各屋外暴露場において，水平架台

上にて７年間行った。写真１に宮古島の暴露状況を示す。

表２ 屋外暴露場

気候 暴露場

Ｎ；寒冷地域
旭川

（北海道）
北方建築総合研究所

Ｃ；温暖地域
銚子

（千葉県）

日本ウェザリング

テストセンター

Ｓ；亜熱帯地域
宮古島

（沖縄県）

日本ウェザリング

テストセンター

2.3 試験体形状

試験体は，30cm 角ｺﾝｸﾘｰﾄ舗道板全体をＦＲＰ防水材で

被覆する形で作成した。但し，舗道板に離型用 PET ﾌｨﾙﾑ

を貼り，試験後に FRP 板を採取出来るようにした。

2.4 試験方法

外観変化の試験方法を表３に示す。

表３ 試験方法

項目 試験方法

表面観察
状態観察（目視）

顕微鏡観察（×100 倍）

色差 JIS K 5600 -4-4,-4-5,-4-6

光沢 JIS K 5600 -4-7

外観

変化

白亜化 JIS K 5600 -8-6

3.試験結果

3.1 屋外暴露試験体の表面観察

屋外暴露７年目試験体の状態を写真２に示す。また，

それぞれの表面状態の目視による観察結果を表４に示す。 

表４ 目視による表面観察結果 （７年経過）

試験体 目視観察結果

Ｍ－１
３暴露地共にｶﾞﾗｽ繊維の露出，変色,艶の消失が見ら

れた。より温暖な地域の方がｶﾞﾗｽ繊維の露出が多い。

Ｍ－２
３暴露地共に変色，艶の消失が見られる。

より温暖な地域の方がより白亜化が見られる。

Ｍ－３
３暴露地共に変色，艶の消失が見られる。

より温暖な地域の方がより白亜化が見られる。

Ｌ－１
３暴露地共にｶﾞﾗｽ繊維の露出，変色,艶の消失が見ら

れ宮古島の試験体でｶﾞﾗｽ繊維の露出が多かった。

Ｌ－３ 暴露地にかかわらず変色，艶の消失が見られた。

写真３には顕微鏡観察の例としてＭ－３の拡大写真をし

めす。また，顕微鏡による表面状態を観察した結果を

表５に示す。

M-1   M-2   M-3 L-1   L-3

旭川

宮古島

銚子

******

写真２；屋外暴露７年経過 試験体

写真１；宮古島 暴露状況（亜熱帯地域 ７年目）
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表５顕微鏡観察結果

試験体 観察結果

Ｍ－１
３暴露地共に一部ガラスの露出が見られるが，拡大して

も割れ，剥がれ，膨れは見られない

Ｍ－２ ３暴露地共に割れ，剥がれ，膨れは見られない

Ｍ－３ ３暴露地共に割れ，剥がれ，膨れは見られない

Ｌ－１
３暴露地共に一部ガラスの露出が見られるが,割れ,剥が

れ，膨れは見られない

Ｌ－３ ３暴露地共に割れ,剥がれ,膨れは見られない

3.2 色差及び光沢値の暴露地域差

各試験体の未試験品と屋外暴露３年経過後，７年経

過後の色差および光沢値を図１～５にそれぞれ示す。

3.3 白亜化

図６に各試験体の白亜化の試験結果を示す。

図６ 各試験体の白亜化

４．まとめ

・トップコートなしのＭ－１,Ｌ－１については試験体の
ごく表面にガラス繊維が露出している箇所が見られた。

・７年経過後の全ての試験体で防水層やトップコートの

種類によらず光沢値が低下し殆ど艶が無くなっていた。

・７年経過の全ての試験体で３年経過時より，白亜化の

進行が見られた。宮古島での進行が他の暴露地と比べ

比較的大きい結果となった。

・トップコートありのＭ－２,Ｍ－３,Ｌ－３について，変
色や艶の消失，白亜化などの外観変化が見られるが

トップコートの消失やガラス繊維の露出などはなく，

トップコートとして防水層の保護機能を維持している

と思われる。
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図２；Ｍ－２ 色差（ΔＥ）光沢値（グロス）

200μ

ブランク 旭川７年 銚子７年 宮古島７年 

写真３；Ｍ－３屋外暴露７年経過（顕微鏡拡大写真）

図１；Ｍ－１ 色差（ΔＥ）光沢値（グロス）

図３；Ｍ－３ 色差（ΔＥ）光沢値（グロス）

図４；Ｌ－１ 色差（ΔＥ）光沢値（グロス）

図５；Ｌ－３ 色差（ΔＥ）光沢値（グロス）

図１～５ 凡例
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